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Global×Innovation人材育成フォーラム（第６回） 

令和７年５月20日 

 

 

【小路座長】  それでは，皆さん，定刻となりましたので，第６回Global×Innovation

人材育成フォーラムを開催させていただきます。 

 私は引き続き座長を務めさせていただいております，アサヒグループホールディングス

の小路と申します。よろしくお願いいたします。 

 皆様におかれましては，大変お忙しい中御出席，御参加をいただきまして，誠にありが

とうございます。 

 まず，前回のフォーラムでは，一つ目は，日本の発展に資する外国人留学生の受入れ・

定着促進ということにつきまして，また，二点目は，留学モビリティの拡大と併せまして

一体的に進めていく必要のある高等教育機関の国際化ということについて意見交換を行わ

せていただきました。 

 本日の本フォーラムにおきましても，引き続き，日本の発展に資する外国人留学生の受

入れ，また，定着促進，併せまして高等教育機関の国際化について議論をすることといた

しまして，議題１で事務局と経済産業省から政府の取組に関しまして説明をいただきます。 

 次に，議題２では，大学・自治体からのヒアリングを実施させていただきますが，本日

はヒアリング対象といたしまして，広島大学，芝浦工業大学，また，姫路市からそれぞれ

１名の発表の方にお越しいただいております。御多忙のところ御出席をいただきまして，

改めて御礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 その後に，議題３で事務局から，本フォーラムの最終まとめの骨子案について説明をい

ただきます。最終まとめにつきましては，前半までに実施した日本人の海外留学に関わる

促進方策等についての議論を反映した中間まとめと，後半の議論の内容とを一つにまとめ

る予定であり，今回はその骨子について事務局からお話をさせていただくものであります。 

 本日は，時間も限られておりますので，この最終骨子案につきまして多少議論の時間を

取りたいと思いますので，皆様の御協力のほどをよろしくお願い申し上げます。それから，

委員の皆様におかれましては，最終まとめに向けた忌憚のない御意見を，当然ですけれど

もいただければと思いますので，よろしくお願いいたします。 

 それでは，事務局から，委員等の皆さんの出席状況の報告と配付資料の確認をお願いい
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たします。 

【浦田留学生交流室長】  本日は11名の委員に御出席をいただいております。会場では，

小路座長，田中委員，日色委員，Pezzotti委員，正宗委員，吉岡委員に御出席いただいて

おります。オンラインでは，大槻委員，南場委員，廣津留委員，前川委員に御出席いただ

いておりまして，伊藤委員におかれましては少し遅れての御参加と伺っております。本日，

藤井委員におかれましては御欠席となっております。 

 また，事務局に交代がございまして，留学生交流室長として，保坂に代わりまして私，

浦田が，室長補佐として宮川が着任するとともに，国際教育課長に釜井が着任しておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 配付資料につきましては，議事次第に記載のとおりでございまして，事前に委員の皆様

にはメールでお送りするとともに，文部科学省のホームページにも掲載をしております。 

 なお，資料４，資料５，資料８につきましては，事前送付したものから一部修正がござ

いまして，本日の資料の投影では差し替え版を使用いたしますので，画面のほうを御覧い

ただければと思います。また，ホームページの掲載につきましては，後日差し替えさせて

いただきますので，御承知おきいただければと思います。 

 以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございます。それではまず，議事に入る前に，事務局から，

前回の主な皆さんからの御意見につきまして御紹介をいただくとともに，先月公表いたし

ました日本人学生の海外留学状況，また，外国人留学生の在籍状況の調査結果について説

明をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【浦田留学生交流室長】  それでは，資料１を御覧ください。資料１といたしまして，

前回第５回の主な意見をまとめておりますので，御覧いただければと思います。 

 一点目は，優秀な外国人の留学生の呼び込み・定着促進につきましては，予算が限られ

ている中，国費での受入れについて戦略的にやっていくことの必要性や，世界から優秀な

研究者や学生をリクルーティングし，就職にもつなげることができるようなパッケージ支

援の必要性，また，日本で働く外国人の子供が学べるような環境整備の必要性などについ

て御意見をいただきました。 

 大学の国際化を支える環境・体制整備につきましては，大学間交流協定を継続的に実施

する場合の教職員の専門知識の継続性や，相手方との信頼関係等が不可欠であること，持

続可能な形で進めるためには，事務・教員ポストをどのように確保するかが課題であるこ
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と，大学の国際化には戦略的な体制整備が必要なことなどについて，様々御意見いただき

ました。 

 その他，言語の壁を乗り越えるためのテクノロジーを活用した取組などについても御意

見をいただいたところでございまして，資料１にまとめさせていただいております。 

 続きまして，資料２を御覧いただければと思います。４月30日に日本人の海外留学状況

及び外国人留学生の在籍状況につきまして，最新値を公表いたしましたので，この資料に

基づき御報告をいたします。 

 まず，１ページ目の日本の大学等が把握する，主に中短期の日本人の海外留学者数につ

きましては，2023年度において８万9,179人となっておりまして，入国制限が緩和され始め

ました2021年以降，大幅な回復傾向にあり，特に１か月未満の短期留学が大幅の増加をし

てございます。行き先としては，アメリカ合衆国，オーストラリア，韓国の順に多くなっ

ておりまして，地域別で見た場合にはアジア諸国への留学者数が前年度と比較して大幅に

増加している状況でございます。 

 次に，２ページ目の海外機関が把握する，主に長期の日本人留学者数につきましては，

2022年統計において４万8,991人となってございます。こちらの行き先といたしましては，

アメリカ合衆国，台湾，中国の順に多くなっておりまして，新型コロナウイルス感染症の

影響が落ち着き，留学する学生数が回復傾向になってございます。 

 政府におきましては，2033年度までに日本人の海外留学者数を50万人にするという目標

を掲げております。そのうち大学等の高等教育機関につきましては，中短期の留学者数を

23万人，長期の留学者を15万人，合計で38万人を目標としているところでございます。こ

の目標達成にはまだ道半ばでございますので，引き続き達成に向けて取り組んでまいりた

いと考えてございます。 

 次に，３ページ目の日本の大学等に在籍する外国人留学生につきましては，2024年５月

１日時点で33万6,708人となっておりまして，過去最高となってございます。世界的にも外

国人留学生が増加している傾向の中で，我が国への留学生数も増加し続けているという状

況にございます。特にアジア圏のネパール，ベトナム，ミャンマーなどからの受入れの増

加率が高くなっておりまして，１位の中国については，数としては多いものの，総数に占

める割合は減少しているという状況にございます。 

 こちらについても政府においては，2033年度までに外国人留学生の受入れ数を40万人に

する目標を掲げてございます。うち，高等教育段階については38万人を目標としておりま
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して，目標達成に向けて着実に増加をしているという状況になってございます。 

 最後に，４ページ目に留学モビリティの状況の最新値をお示ししております。日本の大

学等に在籍している日本人学生に対して，単年度に高等教育機関に留学する日本人の割合

は約４％となっておりまして，日本の大学等に在籍している者のうち外国人留学生の割合

は約５％となっております。引き続き，日本人の海外派遣，それから優秀な外国人の受入

れの増加による留学モビリティの向上に取り組んでいく必要があると考えてございます。 

 事務局からの報告は以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。留学の派遣・受入れに関する議論に対して，

御参考にいただければと思います。 

 それでは，議事に入ります。まず，議題１でございますが，はじめに事務局から，大学

の国際化等を支える環境・体制整備につきまして御説明をいただきます。前回の会議にて

委員の皆様から御指摘のあったスーパーグローバル大学創成支援事業，この成果指標につ

いて，また，日本の発展に資する外国人留学生の定着・就職支援につきまして，お話をい

ただければと思います。それでは，よろしくお願いします。 

【庄司補佐】  参事官補佐の庄司と申します。資料３に基づきまして御説明をさせてい

ただきます。前回，スーパーグローバル大学創成支援事業，SGUについて，日色委員から二

つ御照会をいただきました。当該事項への回答を含む資料を御用意してございます。御照

会いただいた事項の一つ目は，事業開始時，これは2014年になりますけれども，そのとき

の目標に対する10年後の実績がどうであったのかという比較と，二つ目がSGUに選定され

ていた37大学とそれ以外の大学との比較ということでございます。 

 まず，一つ目の照会に対する回答といたしまして，こちらの右側の円グラフを御用意い

たしました。青の真ん中の部分が，この数字で申し上げると100を意味しておりまして，こ

れが2014年度に大学が立てた目標になっております。したがいまして，この青から,赤の部

分が2023年度の実績なんですけれども，飛び出ていれば目標を上回った，そして中に入っ

ていれば目標に届かなかったというような形になっております。 

 事項としては，外国人留学生の受入れ数，一番上にございますAから時計回りにPまで15

の事項を今回御用意させていただいてございます。例えば一番伸びているところで申し上

げますと，左上の最後のPのところの外部英語試験の学部入試への活用については，目標の

ポイント100に対して140ポイントとなってございます。 

 他方で，青の枠にとどまっているところもございますが，それらについては次のページ
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を御覧ください。こちらは，今の15事項をお示しした円グラフを横表にしたものでござい

ます。同じくAからPまでの15事項ございまして，それぞれの指標を2013年度，2023年度，

そして増加数・増加率というところを横に展開をしてございます。 

 今，青にとどまっていたところの例といたしまして，CとDを御覧ください。Cについては，

日本人学生に占める留学経験者の割合ですけれども，数として見ますと，約１万6,000人か

ら約２万9,000人と，大体１万3,000人ぐらい増えております。Dにつきましても，大学間交

流に基づく交流数ですけれども，約１万5,000人から約２万6,000人と約１万2,000人増え

ておりまして，10年間で1.8倍ということで，これは相当程度の各大学の努力の成果と認識

してございます。これらにつきましては，昨年度実施されましたSGUの事後評価の中でも委

員の方々から評価をいただいておるところでございます。あくまでも各大学が自分で立て

た目標に対してどうだったかというところが100の部分でございますので，絶対値として

見ると実は相当程度伸びていることがお分かりいただけるのではないかなと思います。 

 次のページです。こちらがSGU37大学とそれ以外の大学との比較ということでおまとめ

したものです。国際化関連，ガバナンス改革関連，教育の改革的取組関連と三つカテゴラ

イズしてございます。上の多様性，例えば教員に占める外国人専任教員割合については，

SGU37校については10.2％，そして非選定校については4.0％，そして全学生に占める外国

人留学生割合は14.8％に対して3.0％ということで，上に※で書いているとおり，時点が調

査の関係で少しずれてはいるんですけれども，参考値として御紹介をさせていただきたい

と思います。いずれの数字についても，SGU37大学が大きくポイントを向上させているとこ

ろです。 

 最後です。５ページ目，こちらは，THE，Times Higher Education社における世界大学ラ

ンキングにおける日本の国際性指標の推移を表したものでございます。2018年度の23.8ポ

イントから2024年度には32.8ポイントと増加をしております。下に記載してございますけ

れども，Times Higher Education社は，これをスーパーグローバル大学創成支援事業の効

果ではないかと説明をしております。特に，37大学のうち，トップ型は12ポイント以上，

グローバル牽引型は14ポイント以上増加をしてございます。非選定校についても平均5％

上昇しているんですけれども，やはり選定されている大学とそうでない大学では差がある

というところがTHEの調査でも明らかになってございます。 

 以上で私からの説明とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

【宮川補佐】  留学生交流室の宮川と申します。私からは，前回委員会において，外国
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人留学生の定着に関する御発言がありましたので，取組状況について御紹介させていただ

ければと思います。 

 資料３の６ページ以降でございます。日本の発展に資する外国人留学生の定着・就職支

援についてということで簡単に紹介させていただきます。 

 まず，７ページを御覧いただければと思います。文部科学省におきましては，外国人留

学生の国内定着を促進するという目的で，ビジネス日本語，キャリア教育，インターンシ

ップを，左側の赤字で書いているところでございますが，一体的に行う取組について支援

をしてきてございます。平成29年度から実施してきておりまして，13ページ以降に具体的

な大学名を記載しておりますが，これまで18大学の取組を支援してまいりました。 

 また，８ページ目を御覧いただければと思います。これらの支援してきた取組を全国的

に広めるという目的で，留学生就職促進教育プログラム認定制度を立ち上げておりまして，

2025年３月現時点で25大学の取組を認定しているところでございます。 

 その一つであります群馬大学の取組を簡単に紹介させていただきます。９ページ目を御

覧いただければと思います。群馬大学におきましては，グローカル・リーダーシップ・プ

ログラムといたしまして，キャリア教育，コミュニケーション教育，インターンシップを

一体化した１年の教育期間のプログラムを行っているところでございます。４ポツにもご

ざいますとおり，こちらの科目につきましては，正規の課程の科目として認定するといっ

たような取組を行っているところでございます。 

 その成果が10ページ目でございます。こちら，10ページ目の右下にございますとおり，

全ての科目を受講した外国人留学生につきましては，国内就職の定着状況が95.5％，その

うち群馬県内への就職が61.4％と，一番下の全く受講していなかった者と比べまして大き

な成果を出しているということでございます。時間の関係で，詳細な説明はお配りした資

料11ページ以降にも載ってございますので，またお時間のあるときに御覧いただければと

思います。 

 最後に，15ページ目でございます。このような各大学の取組によりまして，地域で活躍

している外国人留学生の例をお示ししているところでございます。地方公共団体，観光業，

製造業，金融業といった地域の重要なセクターの中で，外国人留学生がそれぞれの強みを

生かして活躍している事例でございますので，こちらもまた御覧いただければと思います。 

 私からは以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。それでは，先ほど申し上げましたように，続
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きまして，外国人材の定着に係る取組といたしまして，経済産業省から，高度外国人材活

躍地域コンソーシアム，これについて御説明をお願いいたします。 

【井上経済産業省審議官】  経済産業省の井上でございます。資料４に沿って御説明を

させていただきます。 

 資料４の２ページ目にお進みいただければと思います。経済産業省では，高度外国人材

活躍地域コンソーシアム事業に取り組んでおります。その中身ですけれども，このポンチ

絵にありますけれども，地元企業さんが外国人材を受け入れたいということで，これは経

済産業省でございますので，企業価値の向上とか，競争力の強化とか，人手不足への対応

等，そういった企業の悩みに対応するということでございますけれども，一方，大学のほ

うでは留学生の方々がいらっしゃって，そういった意味で外国人材を採用する非常に供給

源ということでございますので，この間のマッチングを図っていこうということで留学生・

企業の橋渡し，フォローアップを行っていくためにコンソーシアム事務局を設立しようと

いうことです。コンソーシアムでございますので，関係の地銀さんとか，あと，経済産業

省所管のJETROの各都道府県にある事務所とか，商工会議所の方々にもお声がけをして参

加企業の裾野を拡大しつつ，自治体にも御協力をいただいているということでございます。 

 資料の上の二つ目のポツにございますけれども，令和４年度に２地域（北陸，関西）で

始めまして，令和５年度にさらに４地域（北海道，東北，中国，九州）でこういうコンソ

ーシアムを設立して事業をやっているということでございます。 

 ３ページは飛ばしまして，４ページ目でございます。具体的にはこのコンソーシアムで

幾つかの支援事業メニューを御用意して，各地域の実情に応じてそのお手伝いさせていた

だいているところでございます。例えば，企業側のインターンシップの事業の開催を御支

援させていただいたりとか，企業合同説明会とか，セミナー等の様々なイベントなどを取

り組ませていただいているということでございます。 

 次，５ページ目でございますけれども，各地のコンソーシアムで参加していただいてい

るところを，例えば右上の東北の例でございますけれども，事務局としては東北大学さん，

私どもの地方支分部局である東北経産局，JETRO仙台さんが事務局を果たしまして，大学，

岩手大学さんなどに御参画をいただき，支援機関もこれは厚生労働省の労働局さんも含め

て，中小機構等にも参画をいただいて，あと，JICA様にも参画いただいておりますし，自

治体も宮城県とか仙台市とかに御協力いただいて，こういうところで集まりつつ，様々な

インターンシップなどの事業で必要なものについて実施をしているということでございま
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す。 

 例えばでございますけれども，６ページ目，事例として，東北で行われている交流会の

イベントを開催しましたということでございます。昨年の11月，参加の企業からプレゼン

テーションしていただいて，企業と留学生の皆様と交流会を実施させていただいたという

ような形でございます。企業のイメージですけれども，右にありますように，本当に地元

の，中小企業が多いかなという感じはありますけれども，御参加をいただいているという

ことでございます。引き続き，留学生の方々が日本企業に就職したいという際に，ただ，

なかなかコネクションがないというところがあると思いますので，こういった形で私ども

としても支援ができればなと思っているところでございます。 

 経産省からの説明は以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。それぞれ資料を御説明いただきまして，現状

の実態ということで皆様把握をいただき，御理解を深めていただければと思います。本来

御質問もあろうかと思いますけれども，今日はかなり盛りだくさんに議題を入れておりま

すので，次の議題に移らせていただきたいと思います。 

 次の議題は，議題２となりますが，大学と自治体からのヒアリングとして，先ほど申し

上げましたように３名の方にお越しいただきまして，お話をいただきます。まず，それぞ

れの方から15分ほど御発表いただきまして，この議題をまとめて質疑応答を取る形をさせ

ていただければと思います。 

 まず冒頭，お一方目は，広島大学から理事・副学長の金子慎治様にお願いをいたしまし

た。本日はオンラインでお話をいただきます。それでは，金子様，よろしくお願いいたし

ます。 

【金子様】  広島大学の金子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず，SGUの成果，それからその後で，今後の展望ということで少しソーシャルの話も併

せてさせていただきたいと思います。 

 これまでの大学のSGUの成果につきましては，三つの柱であります大学改革，教育改革，

そして国際通用性の三つについて主な成果をお話しさせていただいた後，今後の展望につ

いて御報告をさせていただきます。 

 大学改革では多くの取組を行いましたが，最も難易度が高く，そして一方で大きな成果

を得られたと考えておりますのが，国立大学として初めて実現をしました人事制度の完全

な全学一元化であります。広島大学は2016年に学長のリーダーシップの下，人事制度の完
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全な全学の一元化を実現しました。この人事制度の下で，全ての採用を戦略的に主導する

人事委員会，客観的な指標に基づく新たな人事評価制度，AKPIに基づく人員配置などを行

ってきました。これらの取組によりまして，SGUの数値目標でありますテニュアトラック教

員，年俸制教員，女性教員，外国人教員などの比率が大きく向上したところであります。

さらに，教員１人当たりのAKPI値がこの10年間に1.5倍に増加しております。 

 次に，教育改革の主な成果について御説明します。まずは，語学力の向上であります。

2019年度入試より，外国語試験におけるみなし満点をSGU採択校として全学的に導入いた

しました。TOEIC受験を制度化し，全ての学部生が入学直後に受験することを義務づけ，そ

の後卒業までに最大８回無料で受験可能としました。最初の受験結果によりまして，それ

ぞれの学生に英語到達度の目標値が与えられ，オンラインで進捗を確認できるシステムを

構築しております。さらに，英語学習アプリを活用しまして，学生の主体的な語学学習を

支援しています。これらの取組によりまして，TOEICスコア730を達成した学生数は着実に

増加をしまして，この10年間で約3.9倍に増加しました。 

 次をお願いします。続きまして，TA制度の改革について御説明をいたします。本学では，

従来のTA制度を拡充しまして，３階層から成る新たなHirodai TA制度を構築しました。上

位階層でありますQTAやTFには研修受講を必須としまして，TAの教授力を向上させており

ます。また，TAの階層ごとの単価制度を見直しまして，特に博士学生の大学院生への経済

的支援を強化しております。これによりまして，教育経験の蓄積と経済支援の両立を実現

しました。さらに，TFの約４割が留学生であることから，この制度は教育の国際化にも大

きく貢献をいたしました。 

 教養教育の国際化について御説明します。広島大学では，毎年，世界展開力事業を活用

しまして，様々な国の協定校と協力をしながら，平和を希求しチャレンジする国際教養人

に必要なコンピテンシーの獲得機会を少しずつ増やしてまいりました。これによりまして，

教養教育において世界全ての地域へ留学機会を提供することができております。 

 次に，教育内容と制度改革における国際通用性について御説明をいたします。教育の国

際通用性を担保するために，SGUで求められている項目のうち，GPAの導入や学修成果中心

教育につきましては，採択前に早期導入をされておりました。これに対しましてSGUでは，

コースナンバリングやシラバスの英語化などについてまずは取り組みまして，事業開始直

後にこちらも完全に達成いたしております。また，国際バカロレアの受入れ拡大，英語の

授業数についても大きな成果が得られました。さらに，SGUの期間に英語で完結する学部プ
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ログラムであります国際共創学科や，同じく英語で完結する超学際的な大学院プログラム

として，スマートソサイエティ実践科学研究院を新設し，国際通用性の高い学位プログラ

ムの提供についての仕組みを整備しております。 

 次に，広島大学ではSDGsへの貢献について全学を挙げて積極的に取り組んできました。

その成果としまして，Times Higher Education Impact Rankingsにおきましては，３年連

続で国内３位を獲得しております。また，SDGs各項目目標のうち３項目で国内単独１位，

さらに国内最多となる７項目で世界トップ100にランクインするなど，広島大学の取組が

世界で評価をされております。 

 次をお願いします。本学では，欧州のグラーツ大学やライプツィヒ大学と連携をしまし

て，持続可能な開発に関する二つの国際共同修士プログラムを設置しました。このプログ

ラムでは，欧州コンソーシアム型の共同学位プログラムと連携しまして，国際基準に基づ

く選考を合同で実施しております。去年は48か国から221人の応募があるなど，世界中から

優秀な学生が集まる仕組みとなっております。学生は，モジュール型の教育を通じまして，

多様な大学の教育リソースを活用し，入試や単位互換，学位審査などを４大学合同で行う

ことで，質の高い学びを実現しております。この取組によりまして，優秀な人材を世界中

から確保し教育する機会が増えたことに加え，本学の国際教育連携の国際通用性について

は大きく進展したものと考えております。 

 本学は世界のトップ大学コンソーシアムが実施しますSERU学生調査や，日本で初めて導

入しましたBEVIテストなどを活用しまして，教育評価についても国際通用性の高い取組を

行ってまいりました。 

 本学では，このSGUの主要な取組につきましては，ほとんどが現在，自走化ができており

ます。まず，最初に御説明しましたように，人事制度の一元化につきましては，既に８年

間の実施期間を通じまして常に進化を続けている状態であります。語学力の向上とHirodai 

TA制度につきましては，全学教育として自主財源で運営し，こちらも既に定着をしており

ます。教育の質保証でも，国際通用性の高い教育評価については，大学の財源を確保しま

して，今後も自主財源で運用していく予定となっております。 

 今後の展望ですが，まず，UPWARDS for the Futureについて御説明をします。日米の民

間企業の支援を受けまして，半導体の分野で海外の大学と産学官連携のパートナーシップ

による活動に取り組んでおります。広島大学は，2024年11月に開催した日本初の日米合同

会議を主催するなど，この取組に中心的な役割を果たしております。今後，交流分野を拡
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大しまして，半導体から理工学分野全域へ拡大するほか，100名規模の学生交流を行うメガ

エクスチェンジへと展開をします。既にアイダホ大学や台湾の国立中央大学とは協定を締

結し，今年度から交流を開始しております。 

 国際的なリーダーシップを執る活動としまして，平和学長会議の世界展開がございます。

これは原爆の実相と広島の平和世界の次世代リーダーに学んでいく機会を提供するために，

本学が世界の大学に呼びかけて実施した新たな取組であります。2024年８月に開催された

第１回平和学長会議では，７か国10大学から学長や副学長が参加し，持続可能な平和に関

する平和学長宣言を採択しております。この宣言では，参加大学の学長同士が，学生や若

手研究者が広島の平和を学ぶ機会を，連携して飛躍的に規模を拡大することについて合意

しております。 

 また，2024年11月にはアフリカとの新たな連携を促進するため，平和学長会議アフリカ・

チャプターを開催し，世界初となるアフリカ連合が設置した大学，パンアフリカン大学と

の間で学生交流に関する協定書を締結しております。これによりまして，今後毎年20名の

パンアフリカン大学の修士学生・博士学生がアフリカ連合の奨学金で広島大学に留学し，

研究活動を行うこととなっております。今後も本学がリーダーシップを発揮して世界にお

ける平和と国際化を推進していくという所存であります。 

 こうしたSGUの成果を踏まえまして，ソーシャルイノベーションのプログラムに移行し

ております。一点目は，これまでに培ってきた広島大学の平和教育を，新しい平和科学で

あります，持続可能な発展を導く科学が目指す持続可能な多文化共生社会を創るというテ

ーマで多文化共修教育へと進化させる点であります。これは全学の教養教育，全員必修科

目へ多文化共修教育を展開するということで取り組んでおります。 

 二点目は，米国のアリゾナ州立大学と共同で開発しました課題探求型経験学習，

Experiential and Inquiry Based Leaningの教育手法を，こちらも学部教育へと展開する

ということに取り組んでいくことになっております。 

 三点目は，Town＆Gown構想で実施をしております東広島市との密接な連携をベースに，

地域や市役所から持ち込まれた地域課題に対して広島大学の研究シーズを社会実装すると

いうことに取り組んできましたが，これを教育の現場に連携して持ち込むということを今

後取り組んでいく予定となっております。 

 最後は，こうした取組を，教養から始まりまして大学院に至るまでの間にステップアッ

プで多文化共修による教育システムを提供していく仕組みを構築することを目指しており
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ます。 

 ４つの大きな科目群で取り組んでおりまして，１年生が全員必修で多文化共修科目を地

域課題に対して取り組む平和共修科目からスタートしまして，大学院の修士課程での地域

課題解決のための取組へつなげていくような全体のシステムを全学の仕組みとして構築す

る予定になっております。 

 これらの経験と現状を踏まえまして，今後我々からの提案といいますか方向性としまし

ては，一つは留学モビリティの拡大のために，学生の負担を様々な形で軽減したいという

ことで取り組んでおります。特にヨーロッパのダブル・ディグリーの連携からは，質保証

と費用対効果をいかにバランスするかということで，この制度的な維持のためのコストと

学生の負担，それからそこに質保証をどのように担保するかというところで最適なバラン

スを考えていきたい。 

 それから，大学の，これもヨーロッパではかなりコンソーシアム化が進んでおりますけ

れども，コンソーシアムやそれから大学の事務も含めた形の組織的な連携を強化すること

で留学の費用を削減していきたいということで，特定の大学とはこういう取組を積極的に

模索しております。 

 それから，1年生に入ったときから，学部，それから大学院へ向けて段階的な留学の機会

を最初から見えるようにするということで，できるだけ最初は負担のない形で留学させた

いということで取り組んでおりますが，ここがJASSOの奨学金の方針と若干相入れないと

ころがあったりしまして，非常に短期間の短いところから始まって長期につながるような

仕組みを構築したいと考えております。これは保護者にも説明する機会を設けておりまし

て，それも含めて全体の学生の負担軽減に大学として取り組めることは何かということを

考えておるということであります。 

 それから，企業との連携につきましては，留学やインターンシップを組み合わせた取組

に対して企業からの支援を様々に得るということと，それから，企業に関心のある国の留

学生をこちらへ留学させる取組にも連携して取り組むということを始めております。 

 最後に，基本的にはこうした取組については，高等教育機関の提供する教育サービスを

グローバルなマーケットでどれぐらい日本の大学が提供できるかというところになってく

るかと思っております。こうした経営的な視点から，留学生の獲得に必要な取組全体が大

学の国際化そのものの取組になるんじゃないかと感じておりまして，その第一歩として非

常に重要だと思っておりますのは留学生の授業料の設定ではないかと考えております。 
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 以上となります。どうぞよろしくお願いします。御清聴ありがとうございました。 

【小路座長】  金子副学長，大変詳細に御説明いただきまして，ありがとうございまし

た。 

 それでは続きまして，お二人目ですけれども，芝浦工業大学から副学長の中村仁様にお

越しいただいていますので，御説明よろしくお願いいたします。 

【中村様】  中村です。今日はこのような機会をいただきまして，誠にありがとうござ

います。芝浦工業大学のSGU事業の取組と成果，それから課題について説明いたします。 

 大学の説明はスライドでは割愛していますけれども，少しだけ申し上げますと，私立大

学で，理工系の単科大学です。東京の豊洲とそれから大宮にキャンパスがあります。2027

年，あと２年で100周年を迎えます。本学は私立理工系の単科大学としては唯一のSGU事業

採択校です。 

 今出ているスライドは，SGU事業の構想，コンセプトを表しております。学修・教育双方

の質を保証する価値共創型教育，世界水準の大学制度の実現，教育・研究・開発コンソー

シアムの構築ということで取り組んできまして，10年間で本当に国際化が進展しました。

飛躍的に進展したと自負しております。 

 その一つの大きな要因としては，推進体制が挙げられます。学長の負託型といいますが，

いわゆる学長トップダウン型の意思決定システムに変えました。それが大きく効きました。

従来は，教授会でいろいろな議論があって，ややもすれば保守的な議論になりがちで，な

かなか意思決定ができないところを変えまして，それによって，教職共同で同じ方向を向

いてみんなで協力するという体制がとりやすくなりました。それが大きかったと思ってい

ます。 

 詳細は省略して，次のスライドをお願いします。これが推進体制です。学長，理事会，

それからSGU推進本部，現在はグローバル推進本部と名前を変えておりますけれども，それ

が中心となって，トップダウンでいろいろなことを決めていっています。ただし，一方で

各学科・学部からもボトムアップという形で意見をいろいろ聞いて，国際交流センターで

その意見を聞いた上でSGU推進本部のほうに還元するという形で，トップダウンとボトム

アップをうまく調整しながら進めました。 

 その結果，学生のまず語学力が大きく伸びました。目標として設置した英語レベルは

TOEIC550点ですので，中級レベルです。決して高いレベルではありませんけれども，その

レベルでさえ，10年前の2013年では，学部では3.8％，大学院では9.8％の学生しかクリア
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していなかったんですが，2023年には，学部生では65％，大学院生では86％まで達しまし

た。 

 このスライドは留学プログラムのラインナップとなっております。縦軸が専門性，横軸

が語学力ですけれども，左側から語学研修，それからグローバルPBL，海外インターンシッ

プ，授業履修型交換留学，研究室配属型交換留学とありますけれども，こうしたものを展

開してきました。日本人が海外に行くというだけではなくて，海外の大学からも受入れを

する際にも，BPLとか，授業履修型とか，研究室配属型が活用できます。 

 その結果，派遣，アウトバウンドが2013年から大きく伸びています。コロナのときだけ

下がっておりますけれども。それから，受入れのほうも大きく学生数が増えました。ただ，

内訳を見ますと，短期が多くなっています。これはPBLで受け入れる学生が多いことが影響

しています。 

 グローバルPBLというものは，本学のフラッグシップモデルとも考えているものですけ

れども，簡単に言いますと，学生がグループでワークをして，その成果を発表していくと

いったプログラムで，比較的短期の，２週間とか１か月のそういったプログラムです。海

外の協定校と一緒に実施するのでグローバルという言葉をつけていますけれども，PBL自

体はProject Based Learningという形で一般的に使われている手法です。本学では，この

グローバルPBLを非常に多く進めてきました。2023年には，コロナ禍の後また対面のプログ

ラムを復活させて，72プログラムを実施しています。コロナ禍でもオンラインで実施して

きました。 

 それから，次のスライドは，協定校数の増加です。PBLをやっていくことなど，いろいろ

な活動が活性化する中で，海外の協定校が飛躍的に増えまして，SGUが始まる前は26とかそ

ういうレベルだったのですが，200を超えました。それから，理工系の国際的な大学間コン

ソーシアムとして，World Technology Universities NetworkとAsia Technological 

University Networkというものがあるんですけれども，どちらも芝浦工業大学は日本国内

で唯一の加盟大学となっています。 

 それから，GTIコンソーシアムというものも立ち上げました。2015年に立ち上げています。

これは企業と政府機関・行政と大学のコンソーシアムでして，特に大学は国内と東南アジ

アの大学が中心に加盟しています。また，いろいろな企業が関わってくれております。理

工学教育の質の向上などを目標としてこういった活動をしておりますけれども，現在，244

機関が加盟しています。アクションの一例としては，グローバルPBLを企業と連携したり，
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企業の海外インターンシップに学生が参加して，その企業への就職につなげるなど，そう

いったことをしております。 

 それから，英語だけで履修して修了できるプログラムもいろいろと開設しました。まず，

一つは修士課程の国際理工学専攻を開設しまして，全て英語で授業を受けて英語で修士論

文を書いて修了するといった，プログラムをつくりました。日本人，それから留学生とも

にこの専攻に入ってきています。 

 また，国際プログラムというプログラムも開設しました。これはシステム理工学部とい

う，大宮キャンパスにある学部なんですけれども，そちらで運用しています。この特徴は，

全て英語履修で卒業するのではなくて，全体の単位の４分の１ぐらいを英語で履修して卒

業する。そのように履修，卒業した学生に国際プログラムの修了書を渡すという仕組みで

す。特徴としては，主に３年生の後期，１セメスターの留学を行って単位互換を行います。

ですので，留年や休学をしないで，４年間で通常どおり卒業できるところが特徴です。そ

れから，学内で提供している英語の科目も一定単位以上取得する，卒業論文も英語で書く

といったプログラムです。大体，年間25名ぐらいがこのプログラムに入っています。 

 さらに，豊洲キャンパスにある工学部には，Innovative Global Programを開設しまし

た。通称をIGPといいますけれども，こちらは全ての科目を英語で履修して卒業するという

学部のプログラムです。学部レベルで全て英語で卒業できるという，そういうプログラム

を開発しまして，これは専ら海外から留学生を受け入れている形になります。日本の学生

も少しながらおります。特徴としては，ラボラトリーローテーションがありまして，学部

１年生から複数の研究室にローテーションで配属され，研究の実践に触れることができる

という，そういったオーナーズプログラムを運用していることが特徴です。それから，国

際会議での発表も必須にしています。現在，インドからの留学生が一番多くなっています。

ただ，定員があまり多くなくて，１学年10名ぐらいでして，在籍者数は４学年で40名程度

となっております。学生数は，今後増やしていく方針となっています。 

 ダイバーシティーの強化ということでは，外国人教員が増えております。戦略的に増や

しました。2014年度は６名でしたが2023年度では47名まで増えています。また，日本国籍

でも，留学など，あるいは海外の経験が１年以上ある教員の比率が左側に出ておりますけ

れども，４割ぐらいとなっております。こうした国際性の高い教員が，グローバル化，国

際化に大きく貢献してくれています。 

 それから，女性の教員，それから女子学生の入学者数，それから割合です。まず，女性
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研究者，要するに，女性の教員ですけれども，左側のグラフで黒い線が女性教員比率を表

しています。戦略的に採用を進めて２割まで伸びたんですけれども，最近少し減っていま

す。これは，他の大学でも女性の教員の採用を積極的にしておりまして，大変な競争が生

じているという状況が現れています。一方で，学生は女性の比率が順調に伸びていまして，

理工系単科大学としては非常に高い数字になっています。女子学生割合が30％以上となる

ことを目標にしていて，いろいろな取組をしております。女子特別入学選抜などもしてい

ます。 

 ポストSGUの国際化の方針を説明します。本学はSGU事業を進めてきまして国際化は飛躍

的に進んだんですけれども，まだまだやることはたくさんあると思っています。先ほどの

広島大学さんの発表も拝聴させていただいて，本学もいろいろとやるべきことがたくさん

あると改めて実感しました。５つの重点施策として，多文化共修（国際）の推進。それか

ら，日本人学生の，短期ではなくて中長期の学生をもっと増やしたい，海外派遣を増やし

たい。それから，正規留学生の受入れ拡充と，そして日本での就職強化，ここが大事だと

思っています。それから，英語力も上がりましたが，中級レベルでなくてもっと高いレベ

ル，CEFRでいうとB2以上の学生を増やしたい。そして，国際共同研究，学生のモビリティ

だけではなくて，研究力の強化として国際共同研究を進めていきたいと考えています。 

 留学生への日本での就職支援というところについて補足いたします。まず，留学生の就

職では，日本語力がやはり重要で，日本語がある程度できる必要があります。企業として

は，広くいろいろな人を採用したいとおっしゃいますけれども，実際に採用されている状

況を見ていると，やっぱり日本語がある程度できることが採用につながっているケースが

見られまして，やはり就職につながるような日本語教育が重要だと思っています。本学で

は，キャリアサポート課が，いろいろな形で留学生の就職を支援しております。留学生就

職コンソーシアムもあり，本学を含めて全18大学が加盟していて，就活イベントの開催と

か会社説明会の開催とか日本語講座の開講とかを合同でやっております。 

 以上，芝浦工業大学の説明でした。どうもありがとうございます。 

【小路座長】  中村副課長，ありがとうございました。それでは続きまして，お三方目

ですけれども，姫路市から副市長の山田基靖様にお越しいただいております。それでは，

御説明よろしくお願いいたします。 

【山田様】  御紹介にあずかりました姫路市副市長の山田でございます。私からも改め

まして，本日このような貴重な機会を頂戴いたしまして，誠にありがとうございます。我々
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からは，姫路市が今取り組んでおりますひめじグローバル人材育成・確保促進プランにつ

いて御説明させていただきたいと思います。冒頭，このプランの狙いを清元市長のほうか

らビデオメッセージを預かっておりますので，まず御覧いただければと思います。よろし

くお願いします。 

（動画上映） 

【清元様】  Global×Innovation 人材育成フォーラムに御参加の皆様，こんにちは。姫

路市長の清元秀泰です。第６回フォーラム開催に当たり，お時間を頂戴し，ありがとうご

ざいます。 

 皆様御存じのとおり，我が国においては人口減少と少子高齢化が従来の想定をはるかに

超えるスピードで進み，本市を含む地域社会の担い手不足は一層深刻化しております。こ

のままでは，これまで先達が維持してきた地域の形が維持できなくなるという強い危機感

とともに，地域の現状を鑑みると，誰彼構わず外国人を受け入れるかと問われれば，率直

にそんな状況ではないということも認識しています。 

 こうした現状を直視し，本市では，地域でも共生可能な外国人材を早い段階から，一例

を挙げれば，高校生の段階から受け入れるなど，地域で真に共生可能な外国人材を育成す

るという観点から，産官学連携の下，ひめじグローバル人材育成コンソーシアムを設立い

たしました。多様なルーツを持つ全ての人が，異なる文化や価値観を尊重し，協働して地

域の活性化に取り組める環境づくりを様々なアクターが連携して進めることが急務だと強

く感じています。 

 同コンソーシアムの詳細については，本日，担当副市長の山田からプレゼンさせていた

だきますが，将来の地域社会を担うグローバル人材の育成の取組が，本市のみならず日本

各地に広がり，我が国が直面する人口減少社会の一つの解となるよう，様々な自治体関係

者と連携していきたいと考えております。 

 私からのメッセージは以上です。御清聴いただきありがとうございました。 

【山田様】  ただいま，これから御説明させていただきます枠組みについて，市長から，

思いというか狙いについて御説明させていただきました。 

 資料に入る前に，少し現状を口頭で御説明をさせていただきたいと思います。私自身，

実は兵庫県の生まれでもなく，姫路の出身でもないですけれど，御縁をいただいて副市長

やらせていただく中で，着任して１年たちました。姫路市は，人口約52万の都市です。兵

庫県では二番目に大きい都市で，特別会計も含めれば，予算規模でいうと4,000億を超えま



 -18- 

す。この都市の現状がどうかというと，圧倒的な人不足，地域の企業の方々もこのままで

はもう成り立たないということを率直におっしゃられる方がもう大半でいらっしゃいます。 

 ここで言う人不足は，単純な労働力ではなくて，イノベーションを起こすような高度人

材，いわゆる就職活動でいけば総合職で採るような人材はほとんど姫路に入ってこない。

52万人都市のレベルでそういう現状です。姫路は高等教育機関も，率直に申し上げて，留

学生が来るような高等教育機関がほとんどない。そうすると，大学生になると，大半の優

秀な学生は姫路を出る。姫路レベルでなぜこうだというのを強調したいかというと，周辺

市町の首長の方々と議論すると，もうお手上げ状態という言葉をよく言われます。 

 こんな中で，企業の方々は問題意識はすごくあるんですけれども，例えば姫路市は非常

に保守的と言われます。外国人材を採るということなんて夢物語だと思っていらっしゃる

方がほとんど。これはヒアリングしていく中でも，必要だけれども，どうしていいか分か

らない，どういうアプローチをしていいか分からない，そういったことをおっしゃられる。

そういったときに，姫路の高校生を見てみると，またこれは，私立，公立，県立いろいろ

とヒアリングをしていくと，非常に内向きになっていて，海外に出ていく，留学をしたい

という学生の数がどんどん少なくなっていっているというのが現状です。 

 そんな中で，もう皆様には釈迦に説法ですけれども，世界の複合的危機が地域課題にも

直結してくる，地域の課題解決に向き合うにはそういった視点を持っていなければ，課題

は解決できない。にもかかわらず，次世代もなかなか前には進まない。企業もどうしてい

いか分からない。こんな状況が例えば52万人都市の姫路に当てはまる。それが恐らく，周

辺市町は間違いないというのは確信しているんですけれども，日本各地で恐らく当てはま

る状況なんじゃないかと。これが現実的な状況だということを踏まえた上で，それで我々

自治体は何もしないで手をこまねいていいのかという中で，去年，国の交付金も頂きなが

ら，地域全体でグローバル人材をどう育成していくかの枠組みをつくるところからチャレ

ンジを始めたということで御説明に入らせていただきたいと思います。 

 まずは外国人材については，高校生の段階から受け入れなければならないのではないか

という問題意識をまず共有させていただければと思います。今すばらしいプレゼンテーシ

ョンを聞かせていただいていて，地域の国際的な大学の取組，こういったところがどんど

ん大学で力をつけていただくのは非常に重要なことだと思うんですけれども，まず，高校

生のマインドをどう変えるのかということは非常に重要です。一昔前だと結構，留学行き

ませんかと言うと，手を挙げて，行きたい行きたいとなるんですけれども，今はもうなか
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なか行きたくない。逆に言えば，呼んできてしまえば，彼らは一緒に学ぶ経験の中で，グ

ローバルというのはそんな遠いことじゃないんだと。目の前の課題を考えるときに一緒に

やっていかなければいけないという意味で，学ぶ側の日本人高校生に対してもすごくメリ

ットがあるというのが一つ。 

 もう一つ，先ほど市長の挨拶の中でも触れさせていただいたんですが，地域の方々，例

えば姫路はもともとは，御存じの方もいらっしゃるかもしれませんが，戦後，播磨臨海工

業地帯ということで製鉄業を含めて非常に重工業が発展していて，これは正確かどうかは

さておき，商工会議所に言わせると，人口に対する中小企業数が多い市町ランキングでも

上位に入ってくるそうです。その中小企業の方々からすると，率直に言って，どんな外国

人でも来ていただいたら大丈夫ですというマインドは全くありません。先ほど副学長から

も御指摘がありましたが，日本語ができなきゃ話になりませんというのが，まずあります。

加えて，日本のある程度のマインドを分かってくれないと，やっぱり一緒に働けないとい

う怖さがあると。 

 これ自体は，我々はそのままでいいとは全く思っていなくて，企業の方々のマインドも

少しずつ変えていかなければいけないというのも当然あるわけです。ただ，私もニューヨ

ークに駐在していましたけれども，ある日突然ニューヨークにいる移民が姫路に来て，イ

ノベーションを起こしてくださいと言われても，全く起きないと思います。ヒッチが起き

るだけだと思います。それぐらい地域には受け入れるということに対してのバリアがある。

これがこの１年間，いろいろとこの枠組みをつくる中でのヒアリングの中で感じてきたこ

とです。 

 なので，高校生の段階から受け入れる枠組みを地域全体でつくる。これは高校で受け入

れていただくんですけれども，この受入れの段階から，コンソーシアム事業という形で地

域の企業，商工会議所，経営者協会，地域の国際交流支援団体など，地域全体でつくるコ

ンソーシアムの中で，地域のマインドも一緒に変えていく，こういった取組を進めていま

す。こちら，，大きくポイントは二つでございます。まずはグローバルな視点を備えた国際

人材といったときに，これは日本の高校生にも当てはまりますし，外国人留学生も当ては

まる。これは地域経済を将来的に支えていただく潜在的な人材を高校の段階から一緒に育

てていこうという，先ほど申し上げた取組です。 

 そのような中で，やはりそれぞれの地域に愛着だったり誇りとかを感じていただくよう

な外国人材であったり，日本の高校生を育てていく必要があるだろうと。よく市長がこの
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話をするときに例に出すのが，ラグビー日本代表のリーチ・マイケルさん。彼は国籍は今，

日本ですが，もともとは違うわけで，でも，日本代表に選ばれて，日の丸を背負って日の

丸のために頑張って戦う。相撲もそうだと思うんですけれども，外国力士が来て，日本の

国技を日本人と同じぐらい頑張って活躍されている。 

 こういった方々のように，一緒に日本のことを好きになってもらうという経験を，大学

から一緒に積んでもらうというのも一つの考えなんですが，もう少し前から一緒にできな

いか。それは実際，姫路の一つの私立の学校が先行的にトライしていたという事例があっ

て，これをうまく活用しながら，地域全体，行政も入って，企業も連携をして，グローバ

ル人材育成コンソーシアムという枠組みを仕立てたというのがこちらの図になっています。 

 こちら，令和６年度から８年度までの事業費については，総事業費約１億円を積ませて

いただく中で，新しい地方経済・生活環境創生交付金を活用させていただいておりまして，

文部科学省，そしてまた，内閣府の方々に大変御指導いただきながら，コンソーシアムの

枠組みをつくらせていただいています。 

 予算の立てつけですが，令和７年度は，まず，コンソーシアムの運営・人材育成に係る

交流事業で2,000万円積んでいて，先ほど申し上げた外国人材を雇用するというのはどう

いうことなのかということを地域の方々に肌感覚で分かっていただくようなセミナーや，

合同企業説明会，留学生向けの説明会をすることで雇用促進を図ります。 

 留学生の受入れ拡大というところについては，我々行政が汗をかけるんじゃないかと考

えております。コンソーシアム事業で姫路市が特に力を入れていきたいと思っているのは，

行政だからこそ，信頼関係を構築して海外の都市から直接自治体同士での協定を結ぶこと

で，高校生からの留学ないしは大学からの留学，企業への就職，幾つかのレイヤーにおい

て人材をトップセールスで交渉してこられないかと。今年７月は台湾に行って，交渉する

ことが決まっております。また，姫路城が世界遺産なものですから，そこでのつながりで

姉妹城提携を例えばポーランドとしています。ポーランドも，御存じかもしれませんけれ

ども，非常に親日国で日本語を勉強している方々も非常にいらっしゃるので，例えば，そ

ういったところで連携をしていくということです。 

 そのコンソーシアムの大きな枠組みで，留学生の受入れ，交流，キャリア，国際進学と

いった形でそれぞれに目的を持たせてワーキンググループを進めております。 

 それぞれのワーキンググループの事業概要です。留学生の受入れは，先ほど申し上げた

行政の役目。キャリアと交流は，来た交換留学生と日本人高校生がどのように交流してグ
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ローバル人材になるか，国際進学は，先ほども皆様プレゼンがありましたけれども，どの

ように日本の子たちが世界を見てくる機会をつくっていくかといったことでワーキンググ

ループを始動させたところでございます。 

 私からは簡単にコンソーシアムの概要を説明させていただきまして，また，御質問等が

あれば，お受けする形でできればと思います。御清聴，誠にありがとうございました。 

【小路座長】  山田副市長，ありがとうございました。市長からのメッセージもいただ

きまして，感謝申し上げます。 

 それでは，先ほど広島大学の金子様，また，芝浦工業大学の中村様，そして今の山田副

市長のお三方の御説明につきまして，ちょっと時間が押しておりますけれども，委員の皆

様から何か，こういう言い方は失礼なんですけれども，特段御質問がありましたら，ちょ

っと時間を取りたいと思いますけれども，いかがでしょうか。 

 田中さん，どうぞ。 

【田中委員】  御報告どうもありがとうございました。すばらしい報告なんですけれど

も，一つだけ姫路市に御質問させていただきたいのは，高校レベルで留学生を受け入れる

のが大事だということで，私もそのとおりだと思います。その場合に，御感触というか，

こちらのコンソーシアムの役員名簿でも私立の高等学校二つの校長先生が並んでいますけ

れども，こういう高等学校の経営という観点から見て，高校に外国人留学生を入れるとい

うのに対して，この辺りの高校の先生方はどんなふうな感じを持っていらっしゃるのか教

えていただけると大変ありがたいです。 

【山田様】  御質問ありがとうございます。入学金から生活費からといろいろかかって

くる中で，自立できる方々が入ってきてくれる分であれば，経営という観点からは，彼ら

はすごくどんどん受け入れたい。教育的効果もあると。ただ，実際，一つの学校はインド

ネシアから受け入れているんですけれども，渡航費とかは大丈夫なんだけれども，生活費

の部分でどうしてもお金がかかってしまう。そこの部分の負担を自分たちの日本人高校生

にはすごくいい影響があるので，高校が負担してでも来てもらいたいといって取り組まれ

ているんです。 

 これを持続的にやるためにはやっぱり高校だけでは無理で，今，文部科学省さんとも御

相談させていただいているんですけれども，例えば留学費用の支援というのを高校生の段

階に適用できないか，地元企業さんからすると，やっぱり将来就職してくれる可能性もあ

るので，奨学金も含めた枠組みがつくれないか，企業版ふるさと納税の活用ができないか
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等含めてパッケージでしないとなかなか持続的にできない部分があると思うので，そこら

辺の課題はまさにコンソーシアムで今議論させていただいているところでございます。 

【小路座長】   それでは引き続いて，廣津留さん，どうぞ。 

【廣津留委員】  ありがとうございます。御説明ありがとうございました。私からは広

島大学さんと芝浦工業大学さんへの御質問をさせていただきたいんですけれども，英語の

授業数のところで，英語の授業数の増加が10年で大体１％台から30％台までの増加をされ

たということで，最初に御説明がありましたSGUの指標の実績と比べてもかなり増加率が

高いんじゃないかなと思いました。ほかの大学全体を見ても，英語の授業数を増やすこと

とか，外国語のみで卒業できるコースを増やすことが今課題になっていると思うんですけ

れども，どのように教員の採用，特に外国人教員を採用するときにどのように大学で教え

ることの魅力をアピールされたかとか，カリキュラム上で英語の授業を増やすことを強化

して30％まで伸ばすことができた要因とか工夫されたことなどがありましたら，両大学，

お二方からもしできましたら御回答いただければと思います。 

【小路座長】  それでは，お願いいたします。 

【中村様】  では，芝浦工業大学から先にさせていただきます。御質問ありがとうござ

います。確かに英語による授業科目比率は30％を超えました。大きく二つの要因がありま

す。一つ目は，外国籍の教員，英語で授業ができる教員の採用が増えたことによって，必

然的に英語の授業が増えたという面があります。もう一つは，日本国籍でも海外経験の豊

富な，あるいはそれほどなくても意欲のある教員に対して，英語の科目を開設することに

対してインセンティブ，端的に言えば，少しだけ手当を付与しました。そういったことを

して積極的に英語科目を開講するようにという形で，数百という科目が今立ち上がってい

ます。 

 それによって，海外から１セメスターとか２セメスターの機関で，単位互換ができる形

で留学する学生がとても増えました。つまり，英語で履修できる科目がたくさんあるため，

芝浦工業大学に来れば自分の取りたい科目がある，という状況にある程度なっているので，

それによって海外からの留学生も増えているのと同時に，日本の学生もその英語の授業科

目を履修できるので，意欲のある学生は英語の科目も取るといった形で進んできておりま

す。要は，大学として英語科目を増やすことを積極的に進めてきたということが要因です。 

【廣津留委員】  ありがとうございます。 

【小路座長】  それでは，広島大学の金子さん，お願いできますでしょうか。 
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【梅下様】  金子が別の会議に出席しましたので，広島大学国際部の梅下のほうから御

回答させていただきます。先ほどの芝浦工大様とも一緒なんですけれども，まずは，英語

の授業をするためには，外国人教員の割合を増やすということで，先ほどのパワーポイン

トにもあったかもしれませんが，外国人教員の割合をまず増やしました。金子からも御説

明させてもらったように，本学は人事制度の全学一元化というのを真っ先に取り組ませて

いただきまして，要は，各学部が人事をやっていると，外国籍の教員とか英語の堪能な教

員がなかなか採用できないということから，まず全学で人事を統一させていただいて，ま

ず外国での実績，また，面接では英語で授業ができるかどうかというのも含めて面接をし

て，そういった者を積極的に採ったという形になっています。そのために，外国語で授業

ができる教員が増えたという状況でございます。 

 もう一つは，学生さんも，英語で完結する学部のプログラム，または英語で完結する大

学院のプログラムをそれぞれ，総合科学部に国際共創学科，また，スマートソサイエティ

の研究科を設置して，学生さんもそういった英語に興味を持つ，また，英語で授業を受け

ることができるという学生さんをできるだけ採るという形と，もう一つは，先ほど入試で

改革をしたという話をさせいただきましたが，みなし満点というのを導入させていただき

ました。もちろん英語に相当自信がある方，例えばTOEICとか英検である程度点数を取った

方ができるだけ有利になるという形で入試改革を進めさせていただきましたので，学生さ

んのほうも英語力のある学生さんが入ってきたことも含めまして，英語の授業が成立して

いったんじゃないかと考えております。 

 以上です。 

【廣津留委員】  ありがとうございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。この項目最後の方で，オンラインで前川さん

が挙手をされておりますので，どうぞ。 

【前川委員】  姫路市の方にお伺いしたいんですが，大学で英語の授業をやっておられ

るところと違って，高校生を受け入れる場合，日本語の授業を当然ながら受けるわけです

ね。経済的な支援だけでなくて日本語指導とか，あるいは生活面でのサポートとか精神面

でのサポートとか様々なことが必要になってくると思います。これは一般的な大学で留学

生を受け入れる場合にも同じようなことが言えるかもしれません。そこで何か工夫してお

られることとか取組がありましたら御紹介いただけたらありがたいと思います。よろしく

お願いいたします。 
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【山田様】  ありがとうございます。今の御質問はまさに本当に今，我々ワーキンググ

ループで直面している課題です。例えば生活支援，どこに住むのかということに関しては，

今議論しているのは，地方でよく課題となっている空き家をどう使えるのか，そこに行政

がどのような生活支援を含めて，来られる留学生をサポートできるのかといったところは，

行政側で今どういうことができるのかまさに議論しているところであったりします。 

 語学の問題も御指摘のとおりで，今来ているインドネシアの子たちは，中学校の段階で

現地の中学校で日本語が勉強できるように，当該受入れ私学が日本語の授業を現地の中学

校で既にやってきている。来て大体１年間でインドネシアの子たちは，日本語検定で言う

ところの２レベルは普通に取ってしまうと。なので，普通にもうついていけるレベルに上

がってくると言われています。 

 これをほかの学校に適応していくためにも，今日は御説明できなかったんですけれども，

行政が日本語を教える，北海道の東川町は町立の日本語学校をつくられたり，そういった

取組をされていると思うんですけれども，我々は，オンラインで海外にいる中学生に向け

た日本語講座をできるのかとか，そういった枠組みで，来る前からのサポート，来てから

の生活も含めて一気通貫型でどういう支援ができるのかというのは，まさに行政，企業，

学校と議論しながら制度設計をしていきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

【前川委員】  ありがとうございました。 

【小路座長】  大変貴重な御説明いただきまして，まだまだ御質問があろうかと思いま

すけれども，時間の問題もありますので，次に移りたいと思います。まず，金子様，そし

て中村様，山田副市長，今日は大変丁寧な御説明いただきまして，ありがとうございまし

た。改めて御礼申し上げます。併せまして，今後も引き続きいろいろとアドバイスを頂戴

できればと思いますので，よろしくお願いします。 

 もし委員の皆様のほうで，どうしてもこういうことを今日のお三方の説明でお聞きした

いということがありましたら，事務局のほうにメールなり御連絡を頂戴しまして，事務局

から皆様にお返しをさせていただきたいと思いますので，ありましたら御連絡を頂戴でき

ればと思います。ぜひよろしくお願いします。 

 それでは，次の議題に移りたいと思います。議題３でございますけれども，最終まとめ

の骨子案につきまして，事務局から説明をお願いいたします。 

【浦田留学生交流室長】  それでは，資料８を御覧いただければと思います。最終まと
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めの骨子案ということでお示ししております。日本人の海外留学につきましては，昨年10

月に取りまとめいただきました中間まとめの内容を基本的にベースとして盛り込むことと

した上で，前回第５回以降の，優秀な外国人の留学生の呼び込み・定着促進，それから大

学の国際化を支える環境・体制整備に係る議論を追加的に盛り込むこととしてはどうかと

考えております。 

 具体的には，前回までにいただいていた御意見のうち，特に外国人の呼び込み・定着促

進につきましては，高等教育段階におきましては，一つ目のポツでは，外国人の受入れに

ついては，予算が限られている中で国の予算を使って外国人留学生を受け入れることにつ

いては，どのような人材を受け入れるのか，共生社会の実現に向けて戦略的に行っていく

ことが必要だということ。それから，多様な国・地域から優秀な留学生を受け入れること，

それぞれの質の向上を図ることが重要でありますけれども，現状では，特定の国・地域か

らの比率が高くなっているということで，留学生の多様性の確保という観点からは課題が

あるということ。 

 それから，本日の議論にもありましたけれども，世界から優秀な学生をリクルーティン

グして就職にもつなげていくことができるようなパッケージ化をした支援が必要であると

いうこと。定着につきましては，特に大学がゲートウェイとなって優秀な留学生を受け入

れて，卒業後に地域の中核として活躍しているような事例も見られておりまして，今後，

特に地方大学における優秀な外国人留学生の地元への定着促進というのはますます重要に

なるということでございます。 

 初等中等教育段階におきましては，高等教育段階の留学生の受入れは，日本人児童生徒

にとっても国際交流の機会となることから，自治体の国際部局と教育委員会とが連携した

受入れを進めていくことが必要であるということ。それから，外国人の受入れにあたりま

しては，日本に家族を連れていきたいと思える観点で，子供の教育環境は重要であるとい

うことを御指摘いただいております。 

 続きまして，２ページ目でございます。こちらは体制整備に関係することです。多様で

優秀な外国人の受け入れに向けて，日本人の学生と外国人学生が共に学ぶ多文化共修など

によって，大学内の内なる国際化を図るとともに，それによって日本人の学生の留学意欲

を喚起するということで派遣にもつなげていくという好循環をつくるためにも，大学の国

際化の推進が必要であるということ。海外大学との交流においては，ジョイント・ディグ

リーやダブル・ディグリーなどの教育的価値の高い質の保証を伴った取組を進めていくこ
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とが重要であるということ。併せて，カルチャー交流とか，学生の意見発信力の向上，デ

ィスカッション力の育成も不可欠であるということ。 

 それから，こういったことを進めていく国際関連業務については，促進をしていくほど

手間のかかるコストセンターになっているという状況が見られておりますけれども，持続

可能な形で進めていくためには，事務・教員コストをどのように確保していくのかが一番

の課題であるということ。こういった国際化を支える大学の体制については，必要なコス

トをしっかりと確保しながら，戦略的かつ自立的な体制整備を進めていくことが必要であ

るということ。最後に，大学間交流を継続的に実施する場合には，教職員の留学に関する

高い専門知識の継続性がないと困難であるため，こういった専門知識の浸透・蓄積を進め

ていくための組織的な取組が重要であるというようなことをお示ししております。 

 本日の御意見も踏まえて，最終まとめにつなげていければと考えてございます。 

 事務局としては，以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。ただいまの事務局からの説明，また，フォー

ラム全体を通しまして，これからは委員の皆様から最終まとめに向けた御意見を頂戴した

いと思います。35分ぐらいでちょっと短いんですけれども，どなたからでも結構でござい

ますので，忌憚のない御発言をお願いできればと思います。 

 では，田中さん，どうぞ。 

【田中委員】  どうもありがとうございました。この骨子案はポイントをよく突いてい

ると思うんですけれども，少し加えていただきたいことが，一つは，留学生を受け入れる

場合と日本の大学の中の国際化を進めるということのために，やはり英語のみで卒業でき

るプログラムをもっと各大学でつくってもらうということが必要だと思います。広島大学

や芝浦工業大学の今日の事例はよい事例だと思うので，これが日本の様々な大学で取り入

れられるという方向を進めていただければと思います。 

 ただ，そういった上で私は，二番目に，日本語教育の重要性もこの中に書き込んでいた

だけるとありがたいと思います。一つは，先ほど，高校への留学というようなことを考え

たときに，そしてまた，高校への留学をしてくる留学生のもともとの国ということから考

えても，英語のみで高校が卒業できるとかということは私はあまり現実的でないと思うん

ですね。 

 それよりは，高校に留学してくれる方については，日本語がちゃんと高校の間にできる

ようにしてもらうということになれば，高校に留学してくれた留学生の人は，日本の大学
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の日本語のコースにも入れるということになるわけですから，非常に若年レベルの日本語

教育ということに関して，どういうやり方が一番いいのかは地方自治体とも相談するし，

それから先ほど申し上げましたけれども，とりわけ私学の高校の中には留学生をかなり入

れたいと考えているのが私の理解ではあって，そういうところでは，高校によっては結構，

留学生を寮に入れて日本を徹底的にたたき込んでいるという高校もあると聞いております。

ですから，そういうような形で日本語のできる留学生を増やすということも一つの方向性

だと思います。 

 それから，先ほど英語のみで卒業できるプログラムと申し上げましたけれども，これの

場合，特にアンダーグラジュエイトの学部レベルで英語のみで卒業できるプログラムとい

うのは魅力的だと思うんですけれども，その英語のみで卒業できるコースに入ってきた留

学生に，私はぜひとも日本語をマスターしてほしいと思うんですね。ですから，英語のみ

で卒業できるけれども，ですから，少なくとも入るときはマストとしては日本語できなく

ても大丈夫ですよと。サブスタンスの科目も英語で取れるけれども，だけれども，４年た

って卒業できるときには日本語が習熟できているという学生を卒業させてもらうのが最も

いい。若いときに４年も日本にいて，日本語を習わないというのは本当にもったいない話

ですから，英語のみで卒業できるコースの中に，やはり日本語も勉強できるというプログ

ラムをつくっていただくというのが大事かなと思っております。 

 それから三番目に，やはりもう一つ，前回とかも申し上げた話ですけれども，日本語学

校に来ている方というのも相当いっぱいいるわけで，この日本語学校に来ている留学生が

日本の大学に入っていくという，そのプロセスをさらに文科省としても応援していってい

ただくということが大事なんじゃないかなと思っております。 

 以上です。 

【小路座長】  ありがとうございます。それでは，御意見として最終まとめ案にどう組

み込むかということで，御参考点として承るということにさせていただければと思います。 

 それでは次に，オンラインで南場さん，どうぞ。 

【南場委員】  ありがとうございます。取りまとめ，本当にありがとうございます。内

容もすごく充実していますし，追加的に盛り込む施策についても賛成です。とりわけ，学

生だけではなく研究者も対象に入れていただき，ありがとうございます。 

 こちらですけれども，先日日経新聞に，米国の研究者の75％が米国を離れることを検討

しているという報道がありました。今年のゴールデンウイークに西海岸に行ったときも，
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研究者や大学関係者は，米国を離れることを考えたほうがいいのではないかということを

実際に言っていて，中には日本に行けるのかしらと言う人もいました。 

 多様性が重要であるということは分かりますが，こういうタイミングに戦略的に動くと

いうことも重要で，現在の世界中の知の集積地である米国から人が移動する可能性が十分

にあるタイミングですので，ぜひここはバイネームでリクルーティングをして，このチャ

ンスを逃さないようにしていただきたいと思います。これは取りまとめに書いてください

ということではなく，何を言うかよりも何をするかが重要ですので，そういう意味ではこ

のチャンスに研究者をぜひ引っ張ってきてほしいということです。 

 そのときに戦略的に領域を定めたりする必要もありますが，家族のケア，その中でも特

に家族の教育，子女の教育が重要です。同時に，研究スタッフも重要ですね。大学教授だ

けでなく，研究スタッフごと研究室ごと連れてくるぐらいの戦略性をもって大胆に動いて

いただきたいと思います。 

 それからもう一つは，これは提言に取り込んでいただきたいというよりも，政府の方が

いらっしゃるのでぜひお願いをしたいことですけれども，世界の大学ランキングで100位

以内にランクインしている大学を対象としてビザを発行する未来創造人材制度「J－Find」

という制度があります。これは留学生ではなく卒業生を対象にしたものですが，すばらし

い制度だと思います。今日経産省から高度外国人材の活躍について話がありましたのでぜ

ひお伝えしたいです。 

 私は週に１人ぐらいのアメリカ人の大学生と一対一で話をすることにしていて，今週は

トロント大学の学生と話をしました。ちょうど卒業後に日本に行きたいという学生でした。

トロント大学は，三つの調査全てで世界30位内に入っている大学ですけれども，彼は日本

のビザは６か月しか在留できないことが問題と言っていましたが，このJ－Find制度であ

れば，２年間，就職の準備や起業の準備で在留できます。それが知られていない。それか

ら，ハーバード，UCバークレーハース，スタンフォードの学生とも話しますが，この制度

を知っている人は皆無です。 

 これは提言に取り込むということではなくて，アクションとして各省庁が協力して，全

てのトップの大学の学生に，どうか卒業後日本に来て，就労したり，就職の準備をしたり，

起業の準備をしませんかというお手紙なりメールなりを全員に届ける，そういう活動をし

ていただきたいです。せっかくある制度なのに，気づかれていないというのは大変にもっ

たいないと思います。 
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 提言はすばらしくよく出来ていますが，前倒しでアクションを取っていただきたいです。 

【小路座長】  ありがとうございました。貴重な御意見を頂戴しました。御意見として

承って，今後に反映するということにさせていただければと思います。 

 それでは，ほかの委員の方。では，日色さん，どうぞ。 

【日色委員】  ありがとうございます。大学の国際化を支える環境・体制整備というと

ころで，今日のお話を伺っていて，私は，SGUに採択されたからこそできる，可能になった

ことは何なのかなと思いながら聞いていました。そして，何か印象としては，時間がなか

ったので質問できなかったんですけれども，意思決定プロセスとか大学のガバナンスが非

常に一つのキーポイントなんじゃないかなと。要するに，何が成功要因だったのかと考え

ると，意思決定を容易にして，学長のリーダーシップとかでぐいぐい進めていけるような

そういう体制があったからなんじゃないかなと聞いていて印象として持っています。だと

すると，このまとめ案にも，大学のリーダーがリーダーシップを発揮できるような環境を

どうやってつくるかというところの視点はないのかなと思いました。 

 ちょっと質問と意見が混ざっているような感じなんですけれども，以上です。 

【小路座長】  では，御質問はどなたにお答えいただければよろしいでしょうか。 

【日色委員】  そうですね，もし時間があれば，今日発表いただいた広島大学，そして

芝浦工大から，要するに，何が体制として成功要因だったのか，それが今後二つの大学に

続く大学にとってどういう示唆があるのかということをお聞きしたいと思います。 

【小路座長】  では，中村さんからお願いいたします。 

【中村様】  おっしゃるとおりで，学長のリーダーシップが取れる体制をつくったとい

うことが大きいと思いますけれども，まず，それができるようになったのは，やっぱりこ

のSGU事業に採択されたということも大きいと思います。採択の際に掲げた高い数値目標

を実現するために，文科省さんからもいろいろな御指導がありました。「文科省から言われ

ていますから」という形で，外圧と言ったらネガティブに聞こえるかもしれませんが，外

から言われているということも変革においては必要です。特に本学の場合，SGU事業採択校

の37大学に選ばれたことはとても大きなインパクトがあって，そのことを強く出して進め

てきました。 

 ただし，今，SGU事業が終わった後，自走化をしていく中で，やはり国際化のコストにつ

いては考えざるを得ない状況です。国際化を進めていくと，コストがかかります。人件費

もかかるし，いろいろな移動に伴うコスト，特に物価も上がっているということも大きな
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要因です。一方で研究力を高めなければいけないという要請もあって，大学の限られたリ

ソースをどういうふうに使っていくかという中で，研究力，つまり，論文の発表を増やし

ていくこととつながっていくような形で国際化を進めないとなかなかうまくリソースを回

していけないような状況になってきていると思っています。 

 以上です。 

【小路座長】  ありがとうございます。それでは，広島大学の御出席の方，お願いでき

ますでしょうか。 

【梅下様】  広島大学国際部の梅下です。金子に代わってお答えいたします。先ほどSGU

に採択されたということで，本学も，先ほども申し上げました人事制度の一元化，これは

もう恐らく学長主導で全学の一元化というのも，なかなかSGUがないとできなかったこと

ではないかと思います。これによって，外国籍の教員であったり，外国語が堪能な教員だ

ったりを大量に採用することができたと考えています。 

 また，二つ目に，英語で卒業できる学部または英語で修了できる大学院の設置というの

も，やはりSGUという外部的な要因があったからこそ，本学も学長を筆頭にして，学内でい

ろいろと調整しながらできたと考えています。 

 三つ目に，やはり語学力ですね。先ほどもお話しました学生の語学力というところも，

学長は非常に重要視しております。本学はTOEIC730点を目標にしておりますけれども，そ

れを達成した学生さんが，SGU採択から４倍まで増えたというのも，学長が学内のリソース

をかなりかけていただいて学生さんの英語力を伸ばすというのに非常に特化されたと考え，

それが功を奏したと考えております。 

 以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。日色さん，よろしいでしょうか。 

【日色委員】  すみません，一言だけ。文科省にはどんどんプレッシャーをいろいろな

ところにかけていただいてということだと思うんですけれども。 

【佐藤参事官】  参事官の佐藤です。まさに今大学からお話のあったとおり，いろいろ

なこれまで10年間の事業の中で関係者とお話をしてきて一番大きかったのは，やっぱりこ

の事業というのが一つの錦の御旗になったというところだと思います。各大学にお渡しし

ている予算的には非常に限界のある中で，大学の中で，先ほども御説明あったようにやっ

ぱりこういうふうなことをやるぞという一つのドライビングフォースとして，学内の場合

によっては反対派，場合によっては中間層というところも取り込みながら進めてこられた
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というところは非常に大きかったんじゃないかなと考えています。やはり大学のガバナン

スというところに関しては，限られた予算を優先的に国際というところに，コストセンタ

ーからプロフィットセンターに変えていくプロセスのファンディングの在り方というのは

ガバナンスと非常に大きく関係しているのかなと思います。 

 一点だけ，南場さんのほうから御指摘のあった「J－Find」ですけれども，これは法務省

の制度でございますけれども，知られていないというところでございましたので，ここは

経産省もいらっしゃいますけれども，法務省のほうにも積極的に働きかけて，私どももい

ろいろなツールを使ってしっかりと宣伝してまいりたいと思います。御指摘ありがとうご

ざいます。 

【南場委員】  何とぞよろしくお願いします。 

【佐藤参事官】  ありがとうございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。それでは，オンラインでの御参加の伊藤さん，

よろしくお願いいたします。 

【伊藤委員】  遅れて申し訳ございません。最終取りまとめ骨子案の中で，ジョイント・

ディグリーやダブル・ディグリー等単位認定を伴う多様な形態というのが書いてありまし

て，私も全くそのとおりだと思います。この単位認定が伴うというところが大切なポイン

トで，単位認定が伴う形で慶應義塾にもいろいろな国からダブル・ディグリー生等が来ま

すけれども，海外からやって来た大学院生たちが日本の会社で就職活動を行ってみて一番

驚くということが，単位認定のどういう単位をしっかりと勉強して取ったのかということ

を就職の採用で全く聞いてくれない。私たちは学生としてやって来て学業に励んでいるの

に，学校以外で何を頑張りましたかということばかり聞かれて，実際に学業で何を頑張っ

たかという具体的なことを質問してもらえないので，学業以外で何を頑張りましたかとい

うのはすごく違和感があったということを言っていました。 

 実際に海外に日本から行った留学生たちも，最初は学業ですごく忙しい中において，も

ちろん学業以外でもいろいろ頑張っている人はいるんですけれども，学業の中身について

会社が質問してくれないと，なかなか学業を頑張るという意欲が何か無駄になるんじゃな

いかと感じている学生が最近はそれなりにいるようであります。 

 ということで，留学生を日本の会社に就職する人を増やす，または日本から留学して，

また日本に戻ってくる人を増やすためには，やはりどのような学びにしっかり取り組み，

どのような授業で何を頑張ったのかという，その中身についてしっかりと質問していただ
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き，まず，一番大切な学生として学業に頑張ったということを評価していただくシステム

を会社の方々にも確立していただきたいと思いますので，そのようなことを何らかの形で

入れていただければと思った次第です。 

 以上です。 

【小路座長】  ありがとうございました。では引き続きまして，正宗さん，どうぞ。 

【正宗委員】  皆さんは御存じかもしれないんですけれども，学生の取組ではないとし

ては，社会人の外国人高度人材の取組としては，ここ７年間，淡路島でパソナグループの

傘の下でAwaji Youth Federationの学長をやらせていただいております。そこの最前線で

私が感じ取っております可能性とその課題に関してお話ししたいんですけれども，まずは

日本は非常にソフトパワーが今，多分最高に高まっているのではないかと思います。いろ

いろな面で外国人が日本に興味を持っていて，本当に全世界から私たちのプログラムに応

募する。毎年１万2,000人程度応募します。20名の毎年の実際の採用なんですけれども，そ

れだけの比率で皆さん興味を持っています。 

 先ほど田中委員から日本語の話がありましたけれども，このプログラムでも日本語を教

えております。なぜかというと，１年間のそのプログラムを終わった後で日本の企業に就

職したい人が多いんです。ただし，日本語というのは非常に難しいわけではありまして，

ゼロから入って来るとなると，なかなか１年間で，インドネシア人は非常に優秀ですけれ

ども，来る国によってはなかなか日本語というのがハードルは非常に高いんです。 

 もう一つは，それよりは，皆さん一生懸命日本語勉強して頑張りますけれども，マイン

ドセットなんです。日本の会社の中で働く，パソナグループでは１年間の契約で雇ってお

りますので，会社の中で実際に働く機会を与えるわけなんですけれども，会社の中での結

局，意思決定プロセスとか根回しとか，働くマインドセット，自分のキャリアはどうやっ

てつくっていくのかというのがみんな非常に不透明なところがありまして，地域にいれば

いるほど，その問題が非常に難しくなるわけなんですね。 

 ですから，先ほど姫路のプレゼンテーションもございましたけれども，そういった中小

企業の皆様は，外国人を本当に雇いたいということであれば，私からしてみれば，まずこ

の骨子案の中にできれば入れていただきたいのは，企業との連携の重要性というのが一つ

と，あとは，結局，外国人を採用した場合に，日本語を教えるだけではなく，日本のビジ

ネス文化を教える。彼らのキャリアに対する希望が何らかの形でかなうような形で，より

長期にわたって日本にずっと籍を置くようにしていくというのがもう一点。 



 -33- 

 もう一つこの骨子案から少し抜けているかなと思ったのは，最近デジタルノマドという

言葉がはやっているんですけれども，ITとかデジタルの仕事で，デジタルのそういった勉

強をしていわゆるデジタルノマドになっている若手人材が増えていく中では，どうそうい

う人たちをより日本に誘致をして，また，引き止めるという課題は一つあるかなと感じて

おります。 

 私のこの７年間頑張って，毎年淡路島で来てくれた外国人を支援するに当たっては，結

構大変な仕事ではありますけれども，頑張ってまいりましたので，その感想をお伝えした

いと思います。以上です。 

【小路座長】  ありがとうございました。それでは，Pezzottiさん，どうぞ。 

【Pezzotti委員】  今日は姫路副市長からお話しされた非常に大切なポイント，今，正

宗委員も同じことをおっしゃっていましたけれども，ポイントは，日本語だけじゃなくて，

日本のマインドですけれども，今，言われたとおりということでありますが，これについ

て私はもう一つだけポイントを付け加えたいと思います。日本のマインド，ジャパニーズ

マインドをどうやって教えるかということです。教え方について，日本だからこうですよ

ということを言うんじゃなくて，自分の文化と違うという理由も含めて説明しなければな

らない。こういうプロセスを踏まない限り，反発は生じるという可能性がありますので，

こうでなければならないという理屈とか，要するに，論理的な説明が必要であるというこ

とです。そういうプロセスを踏み込んだ人材から説明されるというのは非常に大切なこと

でありまして，例えば日本人で長い間海外におられた方が，逆のことも含めてやらなけれ

ばならないところなんですけれども。 

 読み書きの難しさということがかなりストレスが。やっぱり言語を覚えるということは，

読むのは大切なポイントですから，外国籍の人は，最初から読めないということで覚えに

くいと。これは科学的な内容ですけれども，子供のときには，3歳ぐらいのときには言葉は

３回ぐらい知らない音を聞いて，意味が分かったら，脳の中には回路がつくられるわけで

すけれども，大人になったら同じ音，同じ言葉は300回ぐらい聞かないと覚えられないとい

うことは，自然現象は難しいということが。したがって，どうやってこういう繰り返しを

つくっていくかということは本当にきっちり考えなければならないところですけれども，

できる限り覚え方，覚えなさいということじゃなくて，どうやって覚えるかということま

で説明するということが大事であるということを私は思います。 

 あとは，いろいろなポイントが今日は出てきましたけれども，大切なポイントは，留学
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生を募集したいときにはやっぱり英語の授業がないとできないということがあったんです

けれども，今日は非常に大切な話が出てきましたけれども，例えば授業は全部英語ででき

るようになっていたにもかかわらず，最終的に卒業条件として日本語ができるということ

は必要であるということは，私はそういうポイントについて非常に同意しました。 

 よく見たら，海外で，例えばドイツの国のやり方を見ると非常に分かりやすいと思うん

ですけれども，ドイツではやっぱり最初は，入り込んだ状態では，文化の説明とか，ある

いはここの国の考え方には大切なポイントはどこにあるかということは授業を受けさせる

ということは非常に大切なポイントだと思うんです。これは日本でも，失礼じゃないので，

やっぱり考え方の違いについて説明するということが，せめてそういう仕組みをつくらな

ければならないんじゃないかと思って。そうでないと，こうであるということを言われる

だけでは反発は生じるという可能性があるので，大事な人材，優秀な人にもかかわらず，

帰られるか，トラブルばっかりつくって，いつ帰るかということを思われるというのが大

切なポイントであるということは，ぜひこの取りまとめの最後に入れていただきたいと思

います。 

 以上です。 

【小路座長】  ありがとうございます。御意見として承るということで。 

 それでは続きまして，大槻委員，どうぞ。 

【大槻委員】  ありがとうございます。今日は貴重なお話を伺いまして，ありがとうご

ざいます。今日のプレゼンとかのお話で，私が体験してきた上でもっとできることがある

かなと思ってちょっと意見をさせていただくと，やっぱり日本で就職するとか，私が会社

の人たちにも，インターン生とか学生に話を聞いてみると，ビザの心配みたいなところは

すごいしている人が多いのかなというふうにリアルには感じています。なので，日本で就

職したとしてもそのままビザをしっかり出してくれる会社なのかとか，そこはすごい，ス

タートアップだったり，ベンチャーでもすごく整えるのはしっかりと取り組まなければい

けないと思いますし，そこに対しての詳しい情報みたいなのは，選べなきゃいけない，運

営側も含めて会社側も。なので，もっとビザを取りやすくしたりとか，そこは大丈夫です

よというのを学生にもっと伝える機会だったり，そういう先輩を増やしていく必要がある

なと思います。 

 あともう一つが，私は，各国のコミュニティー，自分が留学したときのコミュニティー

がとても大事なんじゃないかなと思っています。もともと自分がシンガポールに留学して
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いたんですけれども，そのときにもやっぱり日本でシンガポールに留学された方にもお話

を伺いましたし，そのタイミングでシンガポール人と，どれだけ現地の人たちと仲よくな

れるかによって，シンガポールだったり海外に就職できるかというところの検討ってすご

いしたなと思っています。 

 もちろん自分自身も，日本に帰国しているんですけれども，日本で本当に働きたくなっ

てもらえたりとか，もっと日本に来てもらうためには，まず，今，留学に来てもらった方々

に対してもコミュニティーをつくった上で，そこに例えば後輩が来たときにしっかりと入

れてもらえるようなコミュニティーづくりが大事なんじゃないかなと思っています。 

 なので，できることとしては，本当に寮みたいなところもあると思うんですけれども，

交流イベントみたいなものはどんな国でもやっていて，私が留学したシンガポールでもど

んどん輪が広がっていったり，現地で，もちろん日本人でもそうなんですけれども，留学

生に興味のあるシンガポール人という人たちも多くて，そういうところでコミュニケーシ

ョンが取りやすい場を学校が準備してくれていたなと感じています。なので，そこら辺を

サポートできるような仕組みを国のほうからつくれるといいのではないかなと思いました。 

 以上になります。ありがとうございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。では続きまして，廣津留さん，どうぞ。 

【廣津留委員】  ありがとうございます。皆様のお話を聞いていてとても思ったことが

あるんですけれども，体制・環境整備のところで，たしか中間まとめのところで，外国人

留学生コミュニティーと日本人学生コミュニティーの交流が進むように留意するというと

ころがあったと思うんですけれども，今日のお話を聞いて，英語の授業というのが留学生

用みたいにならないことがすごく大切だなと思います。留学生は，国籍にもよるなと思う

んですけれども，そのままにしておくと，どこからの国から来るかにもよると思いますが，

固まってしまってコミュニティーをつくってしまうというのが，自然だと思います。 

 私も留学していたときはやっぱり寮生活があったので，あと，授業が必ず全員が同じと

ころで授業しないといけない，どんな専門の子も同じキャンパスで勉強しないといけない

というところとか，課外活動でオーケストラとかアンサンブルがあったから強制的にほか

の学生と，恐らく自分だけで暮らしていたらなかなか触れ合わないような学生さんとも強

制的に触れ合うような機会があったというのがかなり大きいと思います。 

 なので，田中委員のお話で日本語という話もありましたけれども，日本人が英語を日本

の大学のキャンパスで鍛えることと，日本に来た留学生が日本語を鍛えること，どちらに
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おいてもやっぱりその環境をそこそこ大学が強制的につくり出すことが大切なのではない

かと。なかなか放っておいたままではコミュニティーが分かれてしまうのはすごくもった

いないなと皆様のお話を聞いていて思いました。 

 以上です。 

【小路座長】  ありがとうございます。それでは最後に，吉岡委員と前川委員から簡潔

にお願いいたしまして，私も最後に一言コメントさせていただければと思いますので，よ

ろしくお願いいたします。 

【吉岡委員】  ありがとうございます。既に皆様がお話しになったこととあまり変わら

ないことを付け加えるわけではないのですが，二つすごく重要なことがあって，一つは，

送り出しについても受入れについても，やはり直接は高校ですから，高校生をどういう形

で受け入れるか，あるいは送り出すかということがすごく重要だろうと思います。送り出

しについては，JASSOは「トビタテ！留学JAPAN」をやっておりますけれども，「トビタテ！

留学JAPAN」の場合は，公募で結構とがった子たちが応募してきている。そうではない，普

通のというふうな言い方は変ですけれども，そういう高校生レベルで海外に出ていくとい

う機会をどういう形で増やしていくのかということが必要だろうと思います。 

 修学旅行さえ最近，海外に行くのが減っているということもあって，やっぱり修学旅行

で行ったことがあるというのは，大学で高校生と面接したりしても，それがきっかけにな

って国際化といいますか，海外に関心を持ったという学生が結構いるので，その辺のとこ

ろを考える必要があるのかなと思いました。 

 先ほど姫路市の話がありましたけれども，日本の私立大学なんかで，海外の高校にある

種のリクルートのルートをつくろうとしているという動きが実際にあります。それから，

日本の高校から直接海外の大学に行くということを目指している高校も非常に増えてきて

いるわけで，その辺のところの経験というのをうまく把握していくことが必要だろうと思

いました。 

 もう一点は，もっと大ざっぱな話ですけれども，先ほども幾つかあった日本の文化の話

です。やはりこれは日本の，これも高校・大学の問題かもしれませんけれども，日本の学

生とか，我々もそうかもしれませんが，日本の文化というのがどういうものであるのかと

いうことについて，先ほどPezzotti委員がおっしゃっていましたけれども，やはり論理的

に話すことの訓練を受けていない。我々，何が日本の特徴であるのかということをきちん

と論理的に身につけていないところがあって，うまく説明できない。それは例えば日本が
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世界の中で珍しく19世紀の近代化を，プラス面とマイナス面があるにしても行った国家で

あるわけですが，その辺の経験というものも十分にうまく説明できるようになっていない

ということ，これも多分教育の問題ですし，大学や高校の教育の内容の問題ですので，こ

こで議論することではないかもしれませんけれども，やはりその問題が重要なのかなと。

我々日本人が日本の文化や特徴を論理的に伝えることができないことが，例えば，外国人

が日本で就職する際の問題とかということにもつながっているかなと思いました。 

 以上二点です。 

【小路座長】  ありがとうございました。それでは，前川さん，お願いいたします。 

【前川委員】  すみません，一点だけ。最終まとめ骨子案の初等中等教育段階の二つ目

のポツの最後の行のところなんですが，「外国人児童生徒と日本人児童生徒が共に学び合

える取り組みが」になっているんですけれども，取組と環境整備の二つにしていただける

とありがたいかなと思います。取組だけでなくて，やっぱり条件整備とか環境整備という

のも非常に大きな問題ですので，その部分の言及があったほうがいいかなと思います。御

検討いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

【小路座長】  ありがとうございました。では，承って検討させていただくということ

にさせていただきたいと思います。 

 それでは，まだまだ皆さんから御意見があろうかと思いますけれども，これも今日皆さ

んからさらに御意見がありましたら，メールのほうで事務局におっしゃっていただければ

と思います。私と事務局で検討させていただいて，最終案に反映をさせていただくという

ことにさせていただきたいと思います。 

 私も二点ほど，今日あえて皆さんから出なかった部分で意見を申し上げたいと思います。

一つは，この表題にありますように，Global×Innovation 人材育成フォーラムという表題

がありますので，今回の取組がグローバル人材の育成というところに幾ばくかやっぱりつ

ながっていくということは非常に重視していかなければいけないんじゃないかなと。もち

ろん純粋に留学をして留学を楽しむ，英語に触れて英語を楽しむということも，これは尊

重しなければいけないんですけれども，やっぱり国のお金を使って支援をしていくという

ことになりますと，このグローバル人材，私はやっぱりグローバルでリーダーシップを発

揮するグローバルリーダーと，それからグローバルでイノベーションを引き起こすグロー

バルイノベーター，この二つが人材のキーではないのかなと思っておりまして，こういっ

たグローバルリーダー，グローバルイノベーターを最終的にどう育成していくのかと。 
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 それに向けて今回の取組を行うことによって，いわゆる日本特有のまだまだ同一性社会

だとか同調圧力のある社会の中から多様な社会にしていく一環の取組というふうにしてい

くような位置づけも見ていく必要があるのではないのかなと。また，その多様な社会の中

で，多様性ある個性を磨き育む，こういった人材を今回の取組でつくっていくということ

が必要ではないのかなということが一点です。 

 それからもう一点は，先ほど前川さんからもちょっと話がありましたように，事前に私

も事務局と打合せをさせていただいて，私の考え方も幾ばくか盛り込んでいただきました

けれども，高等教育についてはそれなりにたくさん書かれて，初等中等教育段階というこ

とで二つほど書いていただいていますけれども，改めて私は，初等中等教育で英語に触れ

るということが非常に重要じゃないかなと感じます。 

 外国との比較がいいかどうか分かりませんけれども，いろいろなデータを調べてみます

と，例えば韓国なんかは，日本で言う小学校３年生・４年生，それから５年生・６年生，

ここは日本でいう外国語活動というのを日本も初等教育でやっているわけなんですけれど

も，大体３年生から４年生段階で日本の倍近くの時数というんですかね，かけていると。

時間と見ていただいてもよろしいかと思います。それから，５・６年生では1.5倍ぐらいか

けているということです。実は中国も調べてみましたら，同じような状況でございました。 

 かつて文科省が，中学生で中学の英検，たしか３級だと思いますけれども，それを目標

にし，それから高校では英検の準２級，これを目標にしてきているんですけれども，２，

３年前の古いデータなんですけれども，実態としては，中学では３級を取っているのが47％，

高校では46％と，それからまた，先生の段階でも，中学の先生で英検３級持っているのは

40.8％，高校では74.9％という段階で，もちろん教師の段階にもいろいろなサポートをし

て英語に触れる，あるいは英語力を上げていくということをやっていかなければいけない

と思うんですけれども，いわゆる早い時期から英語に触れさせるということが私は非常に

重要じゃないかなと。特に，言語の文法を含めた部分が英語とは全く違いますし，漢字，

平仮名とは全くもう違うので。 

 実はちょっと私的なんですけれども，私は孫が２人おりまして，４歳の孫が２歳から，

近くに英語教室があって，お友達が行くというので誘われて，娘から相談を受けたんです

が，私は古い人間で，反対したんです。２歳の娘が日本語もできないのに英語なんかやっ

たら頭がぐちゃぐちゃになっちゃうと。ところが，２年半通ってみたら，普通に日本語も

英語もしゃべれるようになってきているんですね。もちろんその教室は先生は全部外国人
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です。こんな筋肉質でタトゥーが入った人がビルの前に迎えに来てくれて，ビルのエレベ

ーターに入るときからもう日本語が一切禁止になっちゃうんですね。私も参加をさせても

らいましたけれども，受験塾とかそういうことではないんですね。ただ，中等教育の人ま

で受け入れますので，そこは受験も希望すればやっていただけるんですけれども。そうい

ったので，私事ですけれども，見ていると，別に日本語に不自由することなく，英語も同

時に。 

 データで見ると，音を聞き分ける能力というのは，７歳が実はピークだそうです。やっ

ぱりスピーキング，ヒアリングの慣れというのは，７歳前に触れさせることによって非常

に語学に対しても異文化に対しても親しむことが自然にできるということをある先生から

聞きました。実際は７歳から音を聞き分ける能力は少しずつ落ちていくということなので，

あえて初等教育について触れさせていただきました。幼児教育というのは文科省でやるの

はまだまだ早いと思いますけれども。そういった意味では，少し初等教育について触れる

ということをもっと厚くしてもいいのかなと。 

 特に日本の場合，御存じのように，音声学習，スピーキング，ヒアリングがもう圧倒的

に少ないんですね。それとか，やっぱり受験対策重視という状況。それから，英語をやっ

ても，和訳を前提に学んでいくというんですかね，なっていたり，それから学習時間がも

う圧倒的に少ないということ，それから当然，英語を使う機会が社会では，お友達と会っ

ていてもないわけですから，少ないということ，それから，留学経験の先生，教師が，こ

れがやっぱり圧倒的に少ないということがあったり，それから，先ほど南場さんからもあ

りましたけれども，外国語指導助手，ALTとよく言われていますけれども，この人たちも圧

倒的に不足している。 

 ですから，そういったところも含めて，初等教育段階で何らかの形で準備ができれば，

中等高等教育に入っていったときに，違和感なく自然に留学も，それから英語にも，それ

から異文化理解の力も高まっていくのではないのかなと感じて，まだまだ話したいんです

けれども，あんまり私が勝手にしゃべるわけにいきませんので，そのようなところを私と

しては感想として申し上げさせていただきたいと思います。 

 それでは，時間がちょっと超過しまして，申し訳ございませんでした。今日は本当に様々

な御意見をほとんどの委員の方からお出しをいただきまして，私も含めまして事務局で再

度，今日の御意見を踏まえて，最終まとめ案について打合せをさせていただいて，次回，

最終まとめ案を皆さんで論議をいただくということでよろしいですね。また，今日お三方
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の御説明をいただきまして，大変参考になりましてありがとうございました。それも含め

まして，最終まとめ案を作っていきたいと思いますので，よろしくお願いいたします。 

 本日の議題については以上となります。 

 では最後に，事務局から，次回以降の日程について御説明お願いいたします。 

【浦田留学生交流室長】  本日も活発な御議論をいただきまして，誠にありがとうござ

いました。 

 次回のフォーラムは６月24日を予定してございます。詳細につきましては，追って御連

絡をさせていただきます。 

 以上でございます。 

【小路座長】  ありがとうございました。それでは，全て終了ということでよろしいで

しょうか。 

 それでは，本日の議事は全て終了といたします。皆さん御参加いただきまして，どうも

ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


